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看 護

１ 教育課程研究協議会の経過（平成21年度～24年度）
平成21年度から24年度までの手引及び教育課程研究協議会の概要は次のとおりである。

手 引 の 概 要 説 明 及 び 協 議 の 概 要
１ 科目構成 １ 説明
２ 改訂の基本方針 (1) 科目の新設を含めた再構成、内容の見

平 ３ 改訂の内容 直しについて
成 (1) 目標 (2) 科目「基礎看護」及び新設科目の目標、
21 (2) 各科目 内容の構成と取扱いについて
年 ４ 質疑応答 ２ 協議
度 (1) 科目の再構成、内容の見直しについて

(2) 科目「看護の統合と実践」の位置付け
について

１ 全般事項 １ 説明
２ 各科目 (1) 指導計画の作成、学習活動、各科目の

平 (1) 老年看護、在宅看護 指導上の配慮事項について
成 (2) 母性看護、小児看護 (2) 各科目の内容の取扱い等について
22 (3) 精神看護 ２ 協議
年 (4) 看護臨地実習 (1) 指導計画の作成、地域連携を通した学
度 (5) 看護の統合と実践 習活動、各科目の指導に当たっての配慮

(6) 総合実践 事項について
(2) 科目「統合実践」の配慮すべき事項に

ついて
１ 教育課程の編成 １ 説明

(1) 基本的な考え方 (1) 教育課程の編成において配慮すべき事
(2) 配慮すべき事項 項について

２ 指導計画の作成と内容の取 (2) 指導計画作成上の留意点と内容の取扱
平 扱い いについて
成 (1) 指導計画作成上の留意点 (3) 言語活動を充実する学習指導について
23 (2) 内容の取扱い ２ 提言
年 ３ 言語活動を充実する学習指 思考力・判断力・表現力の育成や学習意
度 導の実践例 欲の向上を図るための指導の工夫

３ 協議
(1) 実験・実習による指導の工夫について
(2) 科目「看護臨地実習」を通した言語活

動の充実について
１ 学習指導の改善・充実 １ 説明

(1) 学習指導の改善・充実の (1) 効果的な学習指導について
視点 (2) 教科「看護」での評価規準の設定にお

平 (2) 効果的な学習指導 ける各観点の特性への配慮事項について
成 ２ 評価方法の改善・充実 (3) 科目「基礎看護」の指導計画と観点別
24 (1) 学習評価についての基本 評価の進め方について
年 的考え方 ２ 提言
度 (2) 学習評価における配慮事 思考力・判断力・表現力の育成や学習意

項 欲の向上を図るための指導と学習評価
３ 学習評価の具体例 ３ 協議

(1) 科目「基礎看護」指導内 (1) 学習指導の改善･充実について
容等 (2) 看護の知識･技術の統合について

(2) 観点別評価の進め方
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２ 指導と評価を円滑に行うための年間指導計画の作成
ここでは、看護に関する学科において、原則としてすべての生徒に履修させる科目「基

礎看護」における指導と評価に関する年間指導計画等の具体例を示す。
科目「基礎看護」（２単位）の年間指導計画（例）

月 単元 具体的な学習内容 実習 評価の観点 評価方法
４ (2)日常生活と看護 ○日常生活行動は人間 【関心・意欲・態度】 ○学習ノート

ア 日常生活の理解 の基本的欲求に基づ ○日常生活行動と成長・発達及び健康 ○小テスト
くものであり、対象 の保持・増進との関わりに関心を持 ○レポート課
の状態に応じて自立 ち、自力で行えない患者の援助につ 題
に向けた援助が必要 いて安全と安楽に配慮し、自立に向 ○自己評価表
なことを理解する。 けた援助について、主体的に取り組 ○授業への参

○日常生活行動と成長・ もうとするとともに、実践的な態度 加態度
発達及び健康の保 を身に付けている。
持・増進との関わり 【思考・判断・表現】
について学び、日常 ○日常生活行動と成長・発達及び健康
生活行動を自力で行 の保持・増進との関わり及び日常生
えない患者の安全で 活行動を自力で行えない患者の援助
安楽な援助の実際を について、安全と安楽に配慮し、自
理解する。 立に向けた援助の必要性について科

学的に思考を深め、適切に判断し、
考えを表現している。

【技能】
○日常生活行動と成長・発達及び健康

の保持・増進との関わり及び患者の
安全・安楽に配慮し、自立に向けた
援助に関する資料を収集し、その意
味を読み取り、整理し、まとめてい
る。

【知識・理解】
○日常生活行動と成長・発達及び健康

の保持・増進との関わりについて理
解している。

○日常生活行動は人間が生理的・心理
的・社会的に平衡状態を維持するた
めの行動でもあることを理解してい
る。

○日常生活の援助を行う場合は、安全・
安楽に配慮し、患者の状態に応じて
自立に向けた援助が大切であること
を理解している。

５ キ 衣生活の援助 ○衣生活の意義及び衣 ○ 寝 衣 【関心・意欲・態度】 ○学習ノート
服と健康の関わりに 交換 ○衣生活の意義及び衣服と健康との関 ○小テスト
ついて理解する。 ○ ｼ ｰ ﾂ わりについて関心をもち、患者の状 ○ワークシー

○寝衣の条件及び寝衣 交換 態に応じた寝衣の着脱方法について ト
交換の必要性につい ○ ｼ ｰ ﾂ 主体的の取り組もうとするととも ○レポート課
て理解する。 交 換 に、実践的な態度を身に付けている。 題

○患者の状態に応じた と 寝 【思考・判断・表現】 ○自己評価表
寝衣の着脱方法に関 衣 交 ○患者の状態に応じた寝衣の着脱方法 ○授業への参
する基礎的な技術を 換 について科学的に思考を深め、適切 加態度
身に付ける。 に判断し、考えを表現している。 ○実技試験

【技能】 ○定期考査
○患者の状態に応じた寝衣の着脱方法

に関する資料を収集しその意味を読
み取り、整理し、まとめている。

○患者の状態に応じた寝衣の着脱方法
に関する基礎的な技術を身に付けて
いる。

【知識・理解】
○衣生活の意義及び衣服と健康との関

わりについて理解している。
○寝衣の条件及び寝衣交換の必要性に

ついて理解している。
○患者の状態に応じた寝衣の着脱方法

に関する基礎的な知識を身に付けて
いる。

換
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６ ケ 病床環境の調整 ○健康回復に対する影 【関心・意欲・態度】 ○学習ノート
響を理解し、患者の ○環境条件が患者の健康回復に及ぼす ○小テスト
状態に応じた病床環 影響に関心を持ち、患者の状態に応 ○ワークシー
境の調整の方法を身 じた病床環境の調整について主体的 ト
につける。 に取り組もうとするとともに、実践 ○レポート課

的な態度を身に付けている。 題
【思考・判断・表現】 ○自己評価表
○患者の状態に応じた病床環境の調整 ○授業への参

について科学的に思考を深め、適切 加態度
に判断し、考えを表現している。 ○実技試験

【技能】 ○定期考査
○患者の状態に応じた病床環境に関す

る資料を収集し、その意味を読み取
り、整理し、まとめている。

○病床の作り方及び患者の状態に応じ
て病床環境を整えるための基礎的な
技術を身に付けている。

【知識・理解】
○人間の健康にとって望ましい環境条

件と健康回復に及ぼす影響を理解し
ている。

○病床の作り方及び患者に状態に応じ
て病床環境を整えるための知識を身
に付けている。

３ カ 身体の清潔の援 ○清潔の意義と清潔保 ○清拭 【関心・意欲・態度】 ○学習ノート
助 持の必要性を理解 ○洗髪 ○人間にとっての清潔の意義と清潔保 ○小テスト

し、安全・安楽に援 ○足浴 持の必要性について関心をもち、患 ○ワークシー
助する方法を身に付 ○口腔 者の状態に応じた皮膚・毛髪や口腔 ト
ける。 ケア 等の清潔の援助について主体的に取 ○レポート課

り組もうとするとともに、実践的な 題
態度を身に付けている。 ○自己評価表

【思考・判断・表現】 ○授業への参
○患者の状態に応じた皮膚・毛髪や口 加態度

腔等の身体の清潔の援助方法につい ○実技試験
て科学的に思考を深め、適切に判断 ○定期考査
し、考えを表現している。

【技能】
○患者の状態に応じた身体の清潔の援

助に関する資料を収集し、整理し、
まとめている。

○患者の状態に応じた皮膚・毛髪や口
腔等の身体の清潔の援助を行うため
の基礎的な技術を身に付けている。

【知識・理解】
○身体の清潔と健康との関連、人間に

とっての清潔の意義、清潔保持の必
要性について理解してる。

○患者の状態に応じた皮膚・毛髪や口
腔等の清潔の援助に関する基礎的な
知識を身に付けている。

【単元の指導計画（例）】
評価の観点時 学習内容 学習活動 評価規準 評価方法
関 思 技 知

１

２ 環 境 整 備 の 【講義】 望 ましい病 床環境に つい 自己評価
条件 望 ま し い病 床 環 境 （安 全 ・ 機 ○ て 適切に判 断しまと める 小テスト

能の正常）を説明する。 ことが出来る。
６ 【講義】 良 好な環境 について 理論

物 理 的 条件 や 取 り 巻く 人 々 を ○ に 準拠して 理解でき てい
交え環境を説明する。 る。

３ ベ ッ ト メ ー 【講義・実習】 安 全で安楽 を配慮し たベ 行動観察
キ ン グ の 意 安 全 ・ 安楽 を 踏 ま えて の 基 礎 ○ ッ トメーキ ングの基 礎を ワ ー ク シ ー
義・方法 技 術 を 説明 し 、 ベ ット メ ー キ 身 に付けよ うと取り 組ん ト

ングを行う。 でいる。 自己評価
実技テスト

４ 【講義・実習】 ベ ットメー キングの 留意
技 術 の 根拠 を 説 明 し、 留 意 点 ○ 点 を基に実 践するこ とが
を踏まえ実践させる。 出来る。

持の必要性を理解
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３ 観点別学習状況の観点別の総括
学習評価は、評価の観点や評価規準に応じて、生徒の学習状況を的確に評価できる方法

を選択していくことが必要であり、目標に準拠した学習評価により観点別学習状況の評価
を行うことが適している。観点別評価の総括を行う方法としては、学習活動に即した評価
規準に照らして、評価を行い、それを総括して観点ごとの判定をする。総括する具体的な
方法としては、Ａ、Ｂ、Ｃの個数や割合に基づく方法やＡ、Ｂ、Ｃを数値に換算して集計
する方法が考えられる。ここでは、単元「(2) 日常生活と看護 ケ 病床環境の調整」を
取り上げ、観点別評価を総括する方法の具体例を示す。

科目「基礎看護」単元名「（２）日常生活と看護 ケ 病床環境の調整」

科目名 基礎看護
（履修学年・単位数） （２学年・２単位）

単元名 (2) 日常生活と看護 ケ 病床環境の調整

単元の目標 １ 環境整備の意義と目的を理解することができる。
２ 病床環境を整える条件と健康回復に及ぼす影響を理解することができる。
３ 安全・安楽に配慮したベットメーキングが実施できる。
４ 患者の状態に応じた病床の作り方及び病床環境を整えることができる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

「(2) 日常生活と ・患者の状態に応じ ・患者の状態に応 ・患者の状態に応 ・日常生活が人の
看護」の評価規準 た日常生活の援助 じた日常生活の じた日常生活の 健康や成長・発
に盛り込むべき事 について関心をも 援助について科 援助に関する基 達に大きく関わ
項 ち、患者の健康回 学的に思考を深 礎的な技術を身 りを持つことを

復を目指して主体 め、安全と安楽 に付け、その技 理解し、患者の
的に取り組もうと に配慮し、患者 術を適切に活用 状態に応じて、
するとともに、看 の自立を目指し している。 健康の回復に役
護を適切に行う実 て適切に判断し、 立つ日常生活の
践的な態度を身に 考えを表現して 援助に関する基
付けている。 いる。 礎的な知識を身

に付けている。

「ケ 病床環境の ・人間の健康にとっ ・患者の状態に応 ・患者の状態に応 ・人間の健康にと
調整」の評価規準 て望ましい環境条 じた病床環境の じた望ましい病 って望ましい環

件と環境条件が患 調整について科 床環境に関する 境条件について
者の健康回復に及 学的に思考を深 資料を収集し、 理解している。
ぼす影響に関心を め、適切に判断 その意味を読み ・環境条件が患者
もち、患者の状態 し、考えを表現 取り、整理し、 の健康回復に及
に応じた病床環境 している。 まとめている。 ぼす影響を理解
の調整について主 ・体験・実習を通 している。
体的に取り組もう して病床の作り ・病床の作り方及
とするとともに、 方及び患者の状 び患者の状態に
実践的な態度を身 態に応じて病床 応じて病床環境
に付けている。 環境を整えるた を整えるための

・患者を取り巻く人 めの基礎的な技 知識を身に付け
々と患者との人間 術を身に付けて ている。
関係とその調整に いる。 ・患者を取り巻く
関心をもち、主体 人々と患者との
的に取り組もうと 人間関係の調整
するとともに、実 について理解し
践的な態度を身に ている。
付けている。
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学習活動における具体の評価規準と主な評価方法
学習内容・活動 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

①環境整備の条件 ・望ましい病床環 ・人間の健康にと
境について、適 って望ましい環

【講義】 切に判断し、考 境条件について
えを表現してい 理解している。
る。

自己評価・小テス 小テスト
ト

②ベットメーキン ・安全で安楽を配慮 ・ベットメーキン
グの意義・方法 したベットメーキ グの留意点を基

ングの基礎を身に に実践している。
【講義、実習】 付けようと、主体

的に取り組んでい
る。

行動観察・ワークシ 自己評価・実技テ
ート スト

③リネンのたたみ ・リネンのたたみ ・リネンのたたみ
方 方に関する知識 方の留意点を基

や技術を適切に に実践している。
【講義、実習】 判断し、行動し

ている。
行動観察・ワーク 行動観察・実技テ
シート・小テスト スト

④病床環境の考え ・病床環境の調整に ・病床環境の環境 ・病床環境の環境
方 ついて主体的に取 調整について適 調整について、

り組んでいる。 切に判断し、表 役割と効果を理
【講義、実習】 現している。 解している。

行動観察・ワークシ ワークシート・小 ワークシート
ート テスト

(1) 単元における観点別評価の総括
単元においては、学習過程における評価情報を観点ごとに総括する。学習活動に即し

た評価規準に照らして、評価を行い、それを総括して観点ごとに判定し、その評価結果
のＡ、Ｂ、Ｃの個数と割合で総括する方法を例として示す。この科目の目的は、看護の
専門職業人としての精神的基盤である看護観や職業観及び看護職としての倫理観及び、
自ら判断し行動できる力を育成することである。この科目の目的の特殊性から、それぞ
れの観点別評価をＡと判断するには、Ｃが一つもないことや評価個数全体に対するＡの
割合を６割以上として下記のように定めた。

ア Ｃが一つもなく、Ａが６割以上の場合はＡとする
イ Ｃが４割以上の場合はＣとする
ウ ア、イ以外はＢとする
単元「(2) 日常生活と看護 ケ 病床環境の調整」における学習過程（環境整備の条件、

ベットメーキングの意義・方法、リネンのたたみ方、病床環境の整え方）の評価状況をま
とめたものが以下のとおりである。（表１）
表１ 単元ごとの評価の総括例

単元「療養環境の調整」
氏 名

評価の
環境整備の条件 ﾍﾞｯﾄﾞﾒｰｷﾝｸﾞの意義･方法 ﾘﾈﾝのたたみ方 病床環境の整え方 単元の総括観 点

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ
関心・意欲・態度 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

○○○○ 思考・判断・表現 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ
技能 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ
知識･理解 Ｂ Ｂ Ｂ

＊ア 行動観察、イ ワークシート、ウ 自己評価、エ テスト（実技・ペーパー）

グの意義・方法

表１　単元ごとの評価の総括例

（1）単元における観点別評価の総括
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具体的には「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」、「知識・理解」の
４つの観点についてそれぞれの学習内容ごとに評価し、評価結果をＡ、Ｂ、Ｃとする。
その後、それぞれの観点別評価Ａ、Ｂ、Ｃの総数と割合で総括する。

例えば、「関心・意欲・態度」における学習活動に即した評価が「ＡＢＡＡ」である
ことから、評価個数は４個でその内Ａが３個で全体の６割以上となり、単元の総括はＡ
となる。なお、他の観点についても同様とし、前期の単元「(2) 日常生活と看護 ケ
病床環境の調整」の観点ごとの評価は「ＡＡＡＢ」となる。

(2) 学期末及び学年末の評価の総括
ここでは、前期に科目「基礎看護」において、単元「(2) 日常生活と看護」の「ア

日常生活の理解」、「キ 衣生活の援助」、「ケ 病床環境の調整」、「エ 活動・運動の
援助」を実施し、それぞれの観点ごとの評価が「ＡＢＢＡ」、「ＡＡＢＢ」、「ＡＡＢＢ」、
「ＢＡＢＢ」となったことから、上記(1)と同様総数の割合で総括すると、前期におけ
る総括結果は「ＡＡＢＢ」となる（表２）。さらに、学年末における観点ごとの総括に
ついては、学期末に総括した観点ごとの評価結果を基に行う場合と、単元ごとに総括し
た観点ごとの評価結果を基に行う場合などが考えられ、ここでは前期・後期の単元ごと
に総括した観点ごとの評価結果を基に総括すると、結果は「ＡＡＢＢ」となる（表２）。
なお、観点別学習状況の評価結果はＡ、Ｂ、Ｃなどで表されるが、そこで表された学習
の実現状況には幅があるため、機械的に評定を算出することは適当でない場合も予想さ
れることから、各学校で評価の方法について工夫されることが望まれる。

表２ 学期・学年末の評価の総括例
氏名 評価の観点 前期 後期 学年末の総括

日常生活の理解 衣生活の援助 病床環境の調整 活動運動の援助 前期の総括 睡眠休息の援助 体験学習 身体清潔の援助 後期の総括
関心・意欲・態度 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

○○○○ 思考・判断・表現 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
技能 Ｂ Ｂ Ｂ B B Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

知識・理解 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

学年末に評定へ総括する場合には、学期末に総括した評定の結果を基にする場合と、
学年末に観点ごとに総括した評価の結果を基にする場合がある。観点別学習状況の評価
への総括は、各観点の評価結果をＡ、Ｂ、Ｃの組合せ、又は、Ａ、Ｂ、Ｃを数値で表し
たものに基づいて総括し、その結果を５段階で表す。ここでは、学年末の観点別評価か
ら評定へ、Ａ、Ｂ、Ｃの組合せで表したものに基づいて総括する具体的方法を示す（表
３）。上記表２の場合において、学年末の評価は「ＡＡＢＢ」であることから学年末の
評定は「４」となる。

表３ 評定への総括例
評定 観点別評価の組合せ
５ ＡＡＡＡ ＡＡＡＢ
４ ＡＡＡＣ ＡＡＢＢ ＡＢＢＢ ＡＡＢＣ
３ ＡＢＢＣ ＡＡＣＣ ＡＢＣＣ ＢＢＢＢ ＢＢＢＣ
２ ＡＣＣＣ ＢＢＣＣ ＢＣＣＣ
１ ＣＣＣＣ

評価・評定を行うにあたり、評価に対する妥当性、信頼性等を高めるために、観点別
学習状況の評価の観点ごとの総括及び評定への総括の考え方や方法について共通理解を
図り、生徒及び保護者に十分説明し理解を得ることが大切である。
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